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株主通信
平成29年度（2017年度）のご報告

2017年4月1日〜2018年3月31日

三菱自動車工業株式会社



取締役（代表取締役）CEO

引き続き信頼回復に努めると同時に、 

持続的な成長を続けるための 

基盤づくりと利益率向上に 

邁進してまいります。

CEOからのごあいさつ

中期経営計画「DRIVE FOR GROWTH」の1年目であった2017年度は、期中に上方

修正した目標を達成し、順調なスタートを切ることができました。新型車『エクスパンダー』や

『エクリプス クロス』が、好調な立ち上がりを見せていることも心強く感じています。

引き続き、信頼回復に向けた改革への取り組みを続ける中で、業績の足取りをより確かな

ものにするために、中期経営計画2年目の2018年度は大変重要な年です。利益ある持続的

な成長に向けた基盤づくりのための積極的な投資を継続するとともに、「規模の拡大」「利益

率向上」「健全なキャッシュフローの維持」の目標達成に向けて、全力を尽くしてまいります。
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◆ 売上高 ◆ 営業利益 ◆  親会社株主に帰属する 
当期純利益

2018（計画）20172016

19,066
21,924

（年度）

24,000

2018（計画）20172016

51

1,100
982

（年度） 2018（計画）20172016

1,1001,076

–1,985
（年度）

（億円） （億円） （億円）

決算概況

2017年度の振り返り

2017年度の売上高は前年度比15%増の2兆1,924

億円となりました。営業利益は前年度の51億円から

982億円に増加し、営業利益率は4.5%となりまし

た。燃費不正問題の影響を受けて前年度1,985億

円の赤字だった親会社株主に帰属する当期純利益

も、1,076億円の黒字となりました。

2017年度のグローバル販売台数は1,101千台と

なり、前年度から19%増加しました。

日本では、軽自動車『eKワゴン』、『eKスペース』

の復調と、『デリカD：5』を中心に「ACTIVE GEAR」

シリーズが好評だったことから、前年度比23%増の

98千台まで着実に回復してきています。アセアンで

は、9月にインドネシアで販売を開始した次世代クロス

オーバーMPV『エクスパンダー』およびタイのピック

アップトラックが好調であり、前年度比33%増の

275千台となりました。中国では、2016年に現地生

産化した『アウトランダー』が好調な販売を維持し、

前年度比55%増の136千台となり、同市場での成長

を力強く牽引しています。

また、新型コンパクトSUV『エクリプス クロス』も順

調な立ち上がりとなっています。2017年末の欧州

に続き、2018年に入ってからはオセアニア、北米、

日本でも発売を開始しました。各国で好評を得ており、

今後の販売台数に期待をしています。
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（年度）

926
1,101

1,250

2018（計画）20172016 （年度）

80
98 105

57

41

48

32

55

50

2018（計画）20172016 （年度）

138
155

184

45

110

38

100

58

126

2018（計画）20172016

（年度）

315

432
504

275

157

206

109 310

194

2018（計画）20172016（年度）

179 193
210

33

160

18

161

42

168

2018（計画）20172016 （年度）

214 223
247

71

57

95

71

60

83

85

101

61

2018（計画）20172016

◆  欧州※

◆  合計

◆  アジア※

◆  日本

◆  その他※

◆  北米※

販売台数（小売）
（千台）

登録車

軽自動車

米国

カナダ他

北アジア

アセアン

豪州・ＮＺ

中南米

中東・ 
アフリカ

西欧他

ロシア他

※ 2017年度よりプエルトリコは「その他」から「北米」に地域区分を変更。また2018年度よりアセアンと欧州の一部国を「その他」に地域区分を変更。

2018年度の見通し

2018年度の通期業績見通しについては、売上高2

兆4,000億円を見込んでいます。また、前年よりも厳し

い市場環境を踏まえた為替予想に基づく中でも、営業

利益1,100億円、営業利益率4.6%と底堅い収益を

確保し、親会社株主に帰属する当期純利益は1,100

億円となる見通しです。

2018年度のグローバル販売台数は、前年度比

14%増の1,250千台を目指します。2017年度より

発売を開始した『エクリプス クロス』や『エクスパン

ダー』が2018年度の販売台数増加に寄与すると

ともに、地域では、アセアンに加えて中国での合弁

会社の生産能力向上とディーラー網拡充が拡販を

力強く牽引し、日本でも販売の回復が成長を後押し

します。
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INFORMATION

◆ 2017年4月
新型コンパクトSUV 
『エクリプス クロス』発表

◆ 2017年4月
インドネシア新工場、 
稼動開始

◆ 2017年6月
日産自動車と三菱自動車、販売金融サービスで協業

◆ 2017年8月
次世代クロスオーバーMPV
『エクスパンダー』発表

インドネシア新工場は、好評の
『パジェロスポーツ』や『エクスパン
ダー』の生産拠点として、アセアン
地域での事業拡大を目指します。

スタイリッシュなクーペフォルムとダイナミッ
クなSUVの機動力を融合させたクーペSUV

です。グローバル戦略車として、2017年10

月に出荷開始。世界中へ展開していきます。

2017 2018

◆ 2017年10月
新ブランド・メッセージ 
“Drive your Ambition”策定

◆ 2017年10月
中期経営計画「DRIVE FOR GROWTH」を発表

次の100年に向けて、当社が進む道
を示すメッセージです。ブランド・メッ
セージを体 現するコンセプトカー
『 MITSUBISHI  e -EVOLUTION 

CONCEPT』を世界初披露しました。

商品ラインナップを刷新し、投資を拡大しながら、重要市場での成長を目指
します。本計画の3年間にわたり、当社の変革を継続します。

両社の協業として、オーストラリア、ニュージーランド、カナダにおいて三菱自動
車ブランドの販売金融事業を開始しました。

MPVならではの居住性と多用途性、SUV

らしいスタイリングと走りの融合を実現。インド
ネシアで2017年8月に受注を開始して以来
好調な販売が続いており、2018年3月に
カー・オブ・ザ・イヤーを受賞。

4 5 6 7 8 9 1 2 310 11 12
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株式情報（2018年3月31日現在）

発行可能株式総数 1,575,000,000株
発行済株式総数 1,490,282,496株
株主数 269,522名 株主名

所有株式数
（千株）

持株比率 
（%）

日産自動車株式会社 506,620 34.00

MAI株式会社 160,329 10.75

三菱商事株式会社 137,682 9.24

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 
（信託口） 29,984 2.01

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 
（信託口） 29,290 1.96

三菱重工業株式会社 21,572 1.44

BNYMSANV AS AGENT / CLIENTS LUX 
UCITS NON TREATY 1

18,574 1.24

JP MORGAN CHASE BANK 385632 15,864 1.06

株式会社三菱東京UFJ銀行 14,877 0.99

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 
（信託口9） 14,311 0.96

（注）上記の持株比率は、自己株式（222,186株）を控除して計算しております。

大株主（2018年3月31日現在）

「配当金の口座受取制度」のご案内
配当金を銀行等の預金口座へ入金するお手続きをしていただきますと、配当金支払開始日に株主様のご指定の口座に振り込まれ、安全・確実に配当金をお受取
いただくことができます。配当金を「配当金領収証」でお受取の株主様はこの機会にご検討ください。

株式に関する「マイナンバー制度」のご案内
市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要となります。速やかにお取引の証券会社等へお届出ください。

〈上記お手続き、その他各種お手続きご連絡先〉
1. 証券会社等の口座をご利用の場合→お取引の証券会社にお問い合わせください
2. 「特別口座」に記録されている場合→ 三菱UFJ信託銀行（Tel：0120-232-711）にお問い合わせください

所有者別株式分布状況（2018年3月31日現在）

自己名義株式
222千株（0.01%）

233,153千株
（15.65%）

237,476千株（15.94%）

159,023千株
（10.67%）

14,899千株（1.00%）

845,507千株
（56.73%）

その他の法人
（事業会社等）

所有株数（千株）
所有者別分布（%）

個人・その他

外国人・外国法人

金融機関

金融商品取引業者
（証券会社）

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会開催時期 毎年6月
同総会議決権行使株主確定日 3月31日
期末配当金支払株主確定日 3月31日
中間配当金支払株主確定日 9月30日

その他の基準日 上記の他必要のある場合は、取締役会の決
議によりあらかじめ公告して設定します。

公告の方法

電子公告により行います。ただし、電子公
告によることができない事故その他やむ
を得ない事由が生じたときは東京都内に
おいて発行する日本経済新聞に掲載して
行います。
（公告掲載アドレス） 

https://www.mitsubishi-motors.com/jp/
investors/stockinfo/koukoku.html

株式手続きのご案内
1単元の株式数 100株
証券コード 7211

株主名簿管理人・ 
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部　

郵便物送付先・電話照会先
〒137-8081新東京郵便局私書箱第29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部　
Tel: 0120-232-711（フリーダイヤル）
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会社の概要（2018年3月31日現在）

社 名 三菱自動車工業株式会社
本 社 〒108-8410　東京都港区芝五丁目33番8号　Tel：03-3456-1111（大代表）
設 立 1970年4月22日
従 業 員 数 連結：30,507名　単独：13,693名
資 本 金 284,382百万円

取締役会長（代表取締役） カルロス ゴーン
取締役（代表取締役）CEO 益   子  修
取締役（社外取締役） 宮   永 俊 一
取締役（社外取締役） 小   林 健
取締役（社外取締役） 川   口 均
取締役（社外取締役） 軽   部 博
取締役（社外取締役） 江   上 節 子
取締役（社外取締役） 幸   田 真 音

監査役（常勤） 中   村 義 和
監査役（常勤） 白   地 浩 三
監査役（社外監査役） 永   易 克 典
監査役（社外監査役） 竹   岡 八重子
監査役（社外監査役） 大   庭 四志次

注） 1. 取締役  宮永俊一氏、小林健氏、川口均氏、軽部博氏、江上節子氏、
および幸田真音氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締
役です。

 2. 監査役  永易克典氏、竹岡八重子氏、および大庭四志次氏は、会社法
第2条第16号に定める社外監査役です。

取締役 監査役

役員（2018年6月22日現在）
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株主通信 
三菱自動車工業株式会社 平成29年度（2017年度）のご報告
2018年6月発行

〒108-8410　東京都港区芝五丁目33番8号 

Tel：03-3456-1111（大代表）　https://www.mitsubishi-motors.com/jp/


